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事業計画及び成長可能性に関する事項（AEIと ChatGPT の関係性に関する資料） 

に関する説明動画配信及び補足説明資料公開のお知らせ 
 

当社は、事業計画及び成長可能性に関する事項（AEIと ChatGPTの関係性に関する資料）に関す

る説明動画を下記のとおり配信いたしましたので、お知らせいたします。 

株主の皆様方をはじめ、広くご高覧いただきたく存じます。 

 

記 

 

1． 公開日 

2023 年４月 13 日（木） 

 

2． 動画 URL 

https://youtu.be/ejgmEv7zdcQ 
 

3． 補足資料 

事業計画及び成長可能性に関する説明資料に関しましては、当社ホームページに掲載する

とともに、TDnet で開示をしております。 

また、事業計画及び成長可能性に関する事項から、新たに開示した AEI と ChatGPT の関係

性に関する資料部分を抜粋したものを補足資料として次ページ以降に開示しております。 

 

【参考】 

・事業計画及び成長可能性に関する事項 

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS09142/829c4215/8a5a/4bbe/9c04/f4ad18dd8

2ee/20230413112237894s.pdf 

https://youtu.be/ejgmEv7zdcQ
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS09142/829c4215/8a5a/4bbe/9c04/f4ad18dd82ee/20230413112237894s.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS09142/829c4215/8a5a/4bbe/9c04/f4ad18dd82ee/20230413112237894s.pdf


株式会社pluszero （証券コード：5 1 3 2 ）

2023年4月13日

事業計画及び成長可能性に関する説明資料

【 AEIとChatGPTの関係性に関する資料の補足資料 】
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資料の取り扱いについて

本資料については、技術的な内容を含んでおり、解説動画も併せて開示しておりますので、ご参考いた

だけますと幸いです。

https://youtu.be/ejgmEv7zdcQ

本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの将来の見通しに関する記述は、

本資料の日付時点の情報に基づいて作成されています。これらの記述は、将来の結果や業績を保証する

ものではありません。このような将来予想に関する記述には、必ずしも既知および未知のリスクや不確

実性が含まれており、その結果、将来の実際の業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明示

的または黙示的に示された将来の業績や結果の予測とは大きく異なる可能性があります。

これらの記述に記載された結果と大きく異なる可能性のある要因には、国内および国際的な経済状況

の変化や、当社が事業を展開する業界の動向などが含まれますが、これらに限定されるものではありま

せん。

また、当社以外の事項・組織に関する情報は、一般に公開されている情報に基づいており、当社はそ

のような一般に公開されている情報の正確性や適切性を検証しておらず、保証しておりません。

https://youtu.be/ejgmEv7zdcQ


Copyright © pluszero. All rights reserved. | 3

サマリ

AEIとChatGPTの関係性

ChatGPTはAEIにとって強烈な追い風になる

ディープラーニング

利用の技術
（ChatGPT・GPT4等※）

第3世代AI

AEI
Artificial Elastic 

Intelligence

第4世代AI

AEIの開発を加速

ChatGPTの
信頼性を向上

Ⅰ ChatGPTとAEIは相互補完関係

① AEIはChatGPTの信頼性を向上させる

② ChatGPTはAEIの開発を加速させる

Ⅱ ChatGPTは、AEIが戦う「言語系AI」の市場の可能性の高さを世の中に認知*1*2させた

*1: Microsoft社による10億ドルの出資(Bloomberg)
*2: 文科省による国内での教育現場への活用の検討(日本経済新聞)
※: ChatGPTはサービス名、 GPT4はChatGPTで使用されている大規模言語モデルになります。本資料においてChatGPTは大規模言語モデル含んだ類似のサービス全てを指します。
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ChatGPT AEI AEI+ChatGPT

AIの対応範囲 広範 業界特化
*業界拡大は26年10月期以降加速

AIの性能

精度 ○ △→◎
*23/10期～26/10期に向上

○→◎
*23/10期～26/10期に向上

信頼性 △→?
*ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞの外部機能次第

◎

現場適用力 △→?
*現場依存・プラグインの進化次第

◎

AIの
開発難易度

費用面 △ ○ ◎
*知能の整備効率向上

人材面 理系人材中心
*高等数学、計算機科学など

文理融合人材中心

技術面 大規模言語モデル 意味の見える化
意味の見える化

+大規模言語モデル

サマリ

AEIとChatGPTの比較
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AIの性能評価

pluszeroが定義するAIの性能評価軸

• 当社はAIの性能評価の軸として、精度と信頼性の2軸があると考えている。

① 精 度

② 信頼性

AIの出した答えがどれだけ正解かを示した指標

AIの出した答えをどれだけ信用できるかを示した指標
・ 具体的な課題に対しての対応能力に分解することが可能

・ 文科省系研究機関であるCRDS定義の「信頼されるAI」に示されている5つの要素
・ セキュリティ/プライバシー/著作権等の情報管理対策

情報管理対策
(セキュリティ、プライバシー、著作権等)

AIがなぜそう判定したのか、人間に理解可能な形で説明できるか

AIの判定結果に対してどこまで品質保証できるのか

バイアス(偏り)があるデータを用いて学習しても判定を正しく行えるか

AIの判定結果を開示する範囲を状況に応じて限定できるか

対応すべき具体的な課題

ブラックボックス・解釈性対策

脆弱性・堅牢性対策

バイアス・公平性対策

品質保証・結果責任対策

フェイク対策 AIが生成したフェイク動画・画像・音声・テキストの悪用をどう防ぐか

悪意のある学習外データが入力されたり、悪意のある追加学習が実
施された場合でも、適切に判定できるか
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ChatGPTの概要

ChatGPTは穴埋め問題のスペシャリスト

• ある文章があったときに、次に続く単語(厳密にはトークン)を誰よりも上手く予測するもの。

• 例えて言うと、文章の末尾の穴を埋める穴埋め問題のスペシャリスト

たまに間違える物知り博士

自信満々に間違える

思考回路が読めない

事実でも架空の話でも、とにかく穴をそれらしく埋めることができる。

穴埋めをするときに、統計的・確率的観点で尤もらしいもので埋める。

ある意味、たまに間違える物知り博士といえる。

自己教師あり学習を中心としたディープラーニングベースの技術である。

だから、「ブラックボックスで中身が見えない」という問題がある*4。

答えがないものや曖昧なものにも適当に答えてしまう場合があるので、
正確に答えることも多いが、時には「自信満々に間違える」傾向がある*5。

穴埋め問題のスペシャリスト

何でも答えられる
精度
〇

信頼性
(説明可能性)

△

信頼性
(品質保証)

△

あらゆる話題に対して自然な回答ができる*3。

*3： 様々な試験問題や研究ベンチマークで高スコアを達成しています。(OpenAI公式ブログ)
*4: 入力クエリにstep by stepといれるとある程度の思考過程は見ることができます。(Chain of thought prompting elicits reasoning in large language models)
*5: hallucinationの問題は解決していません。(OpenAI公式ブログ)
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ChatGPTの概要

ChatGPTの信頼性向上の試みと依然として残る課題

ChatGPTは、信頼性を高めるための独自の取組みを行っている。

しかし、ディープラーニングという根本の技術に起因して、「自信満々に間違える」傾向や

「思考回路が読めない」傾向があるので、信頼性の解決の難易度は極めて高い。

人間視点で良い出力

有害なコンテンツの
フィルタリング

出力にフィルタをかけることによって、 有害なコンテンツが

含まれているかを評価して、アプリケーションの有害な動作

を防ぐ*7*8*9

人間にとって、より受け入れられやすい応答になるように

学習している*6

*6： 様々な話題で人間の好む回答になるように学習しています。(Training language models to follow instructions with human feedback)
*7: フィルターは回避される場合もあります。(GPT-4 Technical Report)
*8: クエリに有害なコンテンツが含まれているかどうかを検知する仕組みも含まれます。(OpenAI公式ブログ)
*9: 学習時に有害な出力を避けるように学習する工夫を実施しています。(GPT-4 System Card)

自信満々に間違える

思考回路が読めない 信頼性(説明可能性) △

信頼性(品質保証) △

主な残課題

ChatGPTの取り組み
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ChatGPTの概要

ChatGPTの未来は信頼性によって予測できる

ChatGPTの普及の道筋は信頼性が決める

前向きなシナリオ① 信頼性が求められにくい領域で普及する

エンタメなどのクリエイティブ領域や説明責任が問われにくい課題など

前向きなシナリオ② 信頼性を自らチェックできる人を補助する役割として普及する

検索、要約、プログラミングの補助、資料の叩き台、ブレストの相手など

前向きなシナリオ③ 信頼性を自動でチェックできる仕組み(AEIなど)と組み合わせて普及する

信頼性のチェックも任せられれば、全体の自動化率が向上する

避けるべきシナリオ 信頼性を自らチェックできない人が結果を鵜呑みにして濫用する

信頼性を補完する力

信

頼

性

の

必

要

性

高い

低い

前向きなシナリオ①
信頼性が求められにくい領域で普及

前向きなシナリオ③
信頼性をチェックできる
仕組みとのコラボで普及

前向きなシナリオ②
人の補助として普及

避けるべきシナリオ
自立・自律していない人

による濫用

弱い 強い
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ChatGPTの概要

信頼性が求められにくい領域 ～前向きなシナリオ①の補足説明～

①アウトプットが出ること自体に価値があるもの
(明確な精度の定義が難しいもの)

※ 著作権、プライバシーなどは考慮する必要がある

②説明責任(解釈性)・結果責任が問われにくい課題

クリエイティブ領域

個人の趣味嗜好の中で用いるなど

社会に悪影響が無い範囲で使う

芸術・デザイン・エンターテインメント

動画・画像・音声・音楽・テキスト生成

アイデア

ブレインストーミング 間違った答えが含まれることを織込済のケース
例 ： ネット検索など

個人で閉じる場合

社会と接点がある場合*10

*10: ChatGPTの利用規約は一部上記の内容を踏まえて設定されています。
※: ①②以外にも、ある分野においてChatGPTの精度がほぼ100%となった場合は、その精度自体が信頼性を生み、ChatGPT単体で利用できる可能性があります。

精度が一定以上に高ければ、解釈性は問われにくいケース
例 ： 画像認識、OCRなど



Copyright © pluszero. All rights reserved. | 10

AEIとChatGPTの相互補完関係①

AEIはChatGPTの信頼性を向上させる

• ChatGPTの回答をAEIがチェック

• ChatGPTの信頼性を高めることができる

信頼性

精

度

ディープラーニング

利用の技術

（BERT・GPT3など）

第3世代AI

ChatGPT

GPT4など

AEIの

開発目標

補完関係②

AEIにChatGPTを組み込む
&

AEI開発にChatGPTを活用

⇓
AEIの開発が加速

補完関係①

ChatGPTの回答をAEIがチェック

⇓
ChatGPTの信頼性が向上

第4世代AI

AEIの

出発点

べき乗則に基づく
精度向上
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AEIによるChatGPTの信頼性向上

信頼性を高めるために必要なこと

見える化

ルールとの適合性
(決まり・規則・法則に適しているか)

認証
(本人・本物確認)

アクセス制御
(誰に何を出すか)

ブラックボックス・解釈可能性対策

脆弱性・堅牢性対策

バイアス・公平性対策

品質保証・結果責任対策

フェイク対策

セキュリティー対策

プライバシー対策

著作権対策

信頼性に関係する具体的な課題を解決するためには、
「見える化」と「ルールとの適合性」と「認証・アクセス制御」が有効であり、AEIで対策可能である。

具体的な課題

AEIで対策可能
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AEIによるChatGPTの信頼性向上

AEIは見える化を追求した技術である

意味と知能の見える化

言葉が含む意味を機械(AI)が扱う形式にする

→ N4で実現

一人一人の頭の中の違いをモデル化する

→PSFデータで実現

知能の見える化意味の見える化
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AEIによるChatGPTの信頼性向上

AEIは「見える化」により「ルールとの適合性」を実現する

見える化したからこそ、ルールとの適合性をチェックできる。

AEI
情報をN4に変換して
見える化したもの

見える化の効果

ルールとの適合性のチェックは、品質保証・説明責

任に直結する

ルールの例

・ 法廷のルール (憲法、法令など)

• セキュリティ、プライバシー、著作権、その他各種法律

• 民間で普及しているルール (常識・業界標準・規約など)

• 世間一般

• 倫理観、一般慣習

• 業界一般

• 業界基準・ガイドライン

• 現場のルール (社内や組織でのローカルルールなど)

• 会社のルール・基準

• 組織のルール・基準

• 社会生活の中で意識すべきルール (感情・心理など)

• 感情面への配慮

• その他の一般的に成り立つもの (自然法則など)

適合性
チェック

脆弱性・堅牢性、バイアス・公平性対策の面

重要なルールに最低限従っていることで業務適用時の

影響をコントロールできる
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AEIによるChatGPTの信頼性向上

AEIは「見える化」により「認証&アクセス制限」を実現する

見える化したからこそ、認証&アクセス制限をチェックできる。

コンテンツ自体の見える化 & 認証

コンテンツの流通経路の見える化 & 認証

コンテンツの発信元 → コンテンツの伝達者 & メディア → コンテンツの利用者

コンテンツ、流通経路、利用者を認証した上で、

何に対して誰がどのレベルでアクセスできるかをコントロールすることができる。

プライバシー、セキュリティー、著作権の問題は、認証&アクセス制限の仕組みがないと解消できない

コンテンツ
/

情報

発信元
伝達者

&
メディア

利用者

AEI

認証・アクセス制御
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AEIによるChatGPTの信頼性向上

AEIが法律とのルール適合性チェックを行う例

• AEIがChatGPTの解答と法律とのルール適合性チェックを行い、解答を修正。

ChatGPT単体 ChatGPT+AEI

ChatGPT

2021年9月時点の割増賃金率は25%以上です。
ただし、企業毎に異なる場合があります。

AEIの知識：労働基準法

時間外労働割増賃金率は何%？

AEI

法令に基づくと時間外労働割増賃金率は
60時間以内の時間外労働に対しては25%以上、

60時間超に対しては50%以上です。

・ ChatGPTの回答がAEIの持つ知識(ルール)
に適合するか確認

・ 適合しない場合は回答を修正

◎質問者
(大企業の労務担当)

▲

※: 2023年4月11日時点でChatGPT Mar 23 Ver(GPT4搭載)に対して質問した際の解答を抜粋したものです。
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AEIによるChatGPTの信頼性向上

AEIが法律だけでなく規程を含めたルール適合性チェックを行う例

• AEIは言葉や知識をグラフ構造に見える化することでルールの適合性チェックを実施

ChatGPT

2021年9月時点の割増賃金率は25%以上です。
ただし、企業毎に異なる場合があります。

AEI

・ ChatGPTの回答をグラフ構造に変換

・ AEIは労働基準法・就業規則の情報を
予めグラフ構造に変換の上保持

・グラフ構造のChatGPTの回答とAEIの知識を比較
・法令・規程を基にChatGPTの解答が誤っていると判断、修正

AEIの知識
労働基準法・就業規則

労働基準法 就業規則

60h超 50%以上 60%

60h以内 25%以上 30%

ですが、当社の場合は、就業規則により、
時間外労働割増賃金率は

60時間以内の時間外労働に対しては30%、
60時間超に対しては60%です。

法令に基づくと時間外労働割増賃金率は
60時間以内の時間外労働に対しては25%以上、

60時間超に対しては50%以上です。
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AEIとChatGPTの相互補完関係②

ChatGPTはAEIの開発を加速させる

信頼性

精

度

ディープラーニング

利用の技術

（BERT・GPT3など）

第3世代AI

ChatGPT

GPT4など

AEIの

開発目標

補完関係②

AEIにChatGPTを組み込む
&

AEI開発にChatGPTを活用

⇓
AEIの開発が加速

補完関係①

ChatGPTの回答をAEIがチェック

⇓
ChatGPTの信頼性が向上

第4世代AI

AEIの

出発点

べき乗則に基づく
精度向上

• ChatGPTはAEIに組込可能

• AEI開発においてChatGPTを活用

• ChatGPTはAEIの開発を加速させることができる
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AEIはChatGPTを二つの観点で活用して、AEIの実現確率・精度を向上させる。

ディープラーニング利用の技術
(ChatGPT、GPT4など)

PSFデータの整備に活用

ディープラーニング
利用の技術

(ChatGPT、
GPT4など)

発話ロジックの一つ
として活用

13の発話ロジック

AEI
Artificial Elastic 

Intelligence

②PSFデータ整備の効率向上

知能を見える化したPSFデータのデータ整備のため

に活用する。各サービス・モデルの利用規約等に即し

て大規模言語モデル全般の活用を前提。

①対話のエンジンとしての利用

13の発話ロジックの一つとして活用

[2023年4月時点]

AEIとChatGPTの相互補完関係②

ChatGPTはAEIの開発を加速させる



Copyright © pluszero. All rights reserved. | 19

AEIの精度向上

AEIは運用すればするほど、効率的に賢くなれる

見える化の効能

見える化された情報に基づいて

局所的に動的更新できる

明示的に推論できる

• 動的更新

• 知識の獲得・更新

• 事物・人物・抽象概念

• それらの状態
• それらが関わるイベント

• ルールの獲得・更新

• OK・NG行動

• OK・NG状態

• 各種推論

• 抽象⇔具体

• 帰納・演繹・仮説推論

• 決定度合い

• 決定論的・確率論的・統計論的

AEI
Artificial Elastic 

Intelligence

の

中間地点

AEI
Artificial Elastic 

Intelligence

の

最終地点
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